
山
形
・道
伝
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
´
山
形
県
東
置
賜
郡
川
西
町
大
字
下
小
松
字
道
伝
前

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
七
九
年

（昭
５４
）
六
月
ぞ
八
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
川
西
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
手
塚
孝

・
藤
田
宥
宣

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
衝

・
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
時
代
　
奈
良
末
を
平
安
時
代

７
　
迫退
跡
及
び
木
衛
出
土
遺
構
の
概
要

道
伝
遺
跡
は
、
標
高
二

一
〇

ｍ
の
水
田
地
帯
に
位
置
し
、
発
見
さ
れ
た
の
は
、

昭
和
十
年
に
安
斉
徳
氏

（元
山
形
大
学
教
授
）
が
主
と
し
て
調
査
さ
れ
、
五
本
の

柱
根
を
検
出
し
、
こ
の
地
域
を

「
犬
川
の
柵
跡
」
と
し
て
考
え
ら
れ
た
。

一
九
七
九
年
（昭
和
５４
）
に
、
農
業
の
機
械
化
に
と
も
な
い
、
ほ
場
基
盤
整
備

が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、　
一
九
七
八
年

（昭
和
５３
）
十
月
に
山
形
県
文
化

課
と
の
揚
議
に
よ
り
、
緊
急
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。
本
調
査
に
入
る
前
、
試

掘
及
び
ボ
ー
リ
ン
グ
探
査
を
お
こ
な
い
、
遺
物

・
遺
構
の
密
集
地
が
Ａ
を
Ｅ
の

五
ブ

ロ
ッ
ク
に
わ
た
っ
て
確
認
さ
れ
、
そ
の
中
の
一
つ
を
調
査
し
た
。

検
出
さ
れ
た
遺
構
は
掘
立
柱
建
物
跡
を
含
む
百
基
以
上
の
遺
構
が
あ
り
、
他

の
四
ブ

ロ
ッ
ク
も
同
様
な
事
が
考
え
ら
れ
る
。
建
物
は
三
間

×
七
間
で
間
尺
は

八
尺
あ
り
西
と
北
に
廂
を
も
つ
建
物
等
、
七
棟
検
出
さ
れ
、
こ
れ
ら
建
物
跡
よ

り
南
方

一
五
ｍ
に
は
東
西
に
走
る
巾

一
五
ｍ
、
深
さ

一
・
五
ｉ

一
・
八
ｍ
の
繕

が
確
認
さ
れ
た
。
遺
物
の
大
部
分
は
こ
の
濤
か
ら
検
出
さ
れ
た
も
の
で
、
須
恵

器

・
土
師
器

・
緑
釉
陶
器

・
墨
書
土
器
等
が
あ
り
、
主
な
墨
書
土
器
と
し
て
、

「
目
」
「佛
」
「
林
」
「
由
」
コ
一万
」
冨
一万
」
「
四
万
」
「
七
万
」
「
百
万
」
「
平
」

「
建
」
「
衣
衣
」
「
缶
」
「
浄
」
「
家
」
コ
一目
」
「
安
」
「
刀
」
「
太
」
「
犬
」
等
あ
り
、

判
読
で
き
な
い
も
の
を
入
れ
る
と
八
〇
点
を
数
え
る
。
木
製
品
は
鍬

。
た
げ
た

。
き
ね

。
櫛

・
山
物

・
ザ
ル
・
椀

。
木
皿

・
盆

・
弓

・
鐙
な
ど
で
あ
る
。
こ
の

木
製
品
も
濤
か
ら
の
出
上
で
こ
の
濤
は
六
枚
の
層
が
基
本
層
と
し
て
認
め
ら
れ
、

こ
と
に
木
簡
は
Ⅳ
ｉ
Ｖ
層
内
よ
り
五
点
出
土
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
遺
物

・
遺
構
よ
り
、
こ
の
遺
跡
は
、　
一
般
の
集
落
跡
と
は
異
な
っ

た
性
格
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（藤
田
宕
宣
）

1979年出上の木簡

道伝遺跡木簡出土地点図
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1979年出上の木簡

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①
・
寛
平
八
年
計
収
官
物
〔障
と
去
七
年
料

①
は
第
Ⅳ
層
出
土
。
下
半
部
の
朽
損
著
し
い
。
一異
面
は

全
体
的
に
削
り
と
ら
れ
、
若
千
の
墨
痕
を
と
ど
め
る
の
み

で
あ
る
。

木
簡
の
右
上
部
に
事
書
、
ほ
ぼ
中
央
部
に
本
文
、
左
下

部
に
文
末
を
そ
れ
ぞ
れ
行
を
か
え
て
記
す
と
い
う
方
法
で
、

一
紙
の
文
書
内
容
を
幅
約
二

ｃｍ
、　
長
さ
約

四
五

ｃｍ
の
木

簡
に
簡
略
に
要
領
よ
く
記
載
す
る
様
式
が
注
目
さ
れ
る
。

「
計
収
」
は
管
見
に
よ
れ
ば
、
天
平
十
年

（
七
一二
八
）
の
「
和

泉
監
正
税
帳
」
の
次
の

一
例
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

鏡
振
量
計
収
所
入
壱
仔
参
伯
玖
拾
陸
斜
漆
斗
参
升
捌
合

漆
撮

〔
斜

力
〕

本
倉
質
五
百
対
□
□
日
□
×

・
□
日
――
日

日
日
□

観
世
音
経

一　

精
進
経

一
百
八

②
・
四
天
王
口
国

〔部
功
〕

合
三
百
汁
□
多
心
経
十
六
　
涅
般
経
陀
六
十
五

・
□

⑪
。
□
□
□
□
□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（藪
∀
］マ
μ

・
□
同
日
日

日
日
□

（
μ⇔］
）
×
］⇔
×
い

×

④

栗
毛
□

□
□
加
師
九
九
升
　
　
王
乙
不
丸
六
升
上
□
□

□
□
九

⑬
・　
　
□
水
五
斗
三
升

□
□

口

□

。
寅
団
配
日
日
日
日
日

一口

豪
力
〕
　
　
　
　
　
　
□
□
□

□
行
□
―‐
日
日
日
□
口
回
世
□
口
Ｈ
Ｈ
国６
３
ｌ
ｄ
ｅ
ｘ
会
ｅ
×
ｏ　
ｏ盆 □

一開
Ｖ
物
計
収
如
件
□
□

ヽ
いＯ
Ｘ
（ゃヽ
）
×
【　
　
Ｏ
Ｐ解

十

一
面
陀

一
百
十

八
名
普
密
陀
汁

伽
μ
］
Ｘ
∞
卜
Ｘ
Ｎ
　
Ｏ
μ
μ

〇
∞
岸

〇
∞
解

木
簡
の
冒
頭
に
み
え
る

「
寛
平
八
年
」
（
八
九
一Ｃ

は
官
物
を
計
収
し
た
年
次

を
示
し
、
寛
平
七
年
料
と
し
て
収
納
し
た
官
物
を
寛
平
八
年
の
段
階
で
計
収
し

た
結
果
、

「
本
倉
賓
五
百
鮒
□
．酌
口
、
力
′叶
と
い
う
数
値
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

②
は
第
Ⅳ
層
出
土
。
木
ク
ギ
が
全
長
約
五
二
帥
の
完
形
の
木
簡
の
上
端
か
ら
、

一
三
軸
と
二
六

軸
の
二
箇
所
す
な
わ
ち
全
体
を
四
等
分
し
た
上
部
ニ
ケ
所
の
位

置
に
残
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
木
簡
は
原
形
を
と
ど
め
て
お
り
、
転
用
の

際
の
所
為
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
け
に
、
そ
の
内
容
と
形
態
の
大
き
さ
な
ど
を

考
え
併
わ
せ
る
と
何
か
に
打
ち
つ
け
て
い
た
と
判
断
で
き
る
。

内
容
は
経
典
と
そ
の
部
数
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
精
進
経
は

「
精
進

女
問
経
」
Ｑ
日
本
霊
果
記
』
上
巻
、
第
十
三
）
の
こ
と
か
。
　
こ
の
六
種
の
経
典
は



精
進
経
を
除
き
、
正
倉
院
文
書
中
の
優
婆
塞

。
優
婆
夷
の
貢
進
文
書
に
頻
出
す

∠や
。

例
　
優
婆
塞
貢
進
解

３
大
日
本
古
文
書
』
巻
二
、
所
収
）

誦
経観
世
音
経
　
　
　
　
　
多
心
経

千
手
千
眼
胞
羅
尼
　
　
十

一
面
根
本
胞
羅
尼

大
通
方
広
経
胞
羅
尼
　
最
勝
王
経
金
勝
晦
羅
尼

大
般
涅
槃
経
胞
羅
尼
　
八
名
普
密
胞
羅
尼

天
平
十
五
年
正
月
九
日
僧
霊
福
　
　
　
　
　
　
（
傍
点
は
筆
者
）

こ
の
よ
う
な
経
典
は
本
木
簡
の
冒
頭
部
分
の

「
四
天
王
口
」
に
関
連
す
る
と

考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
古
代
の
辺
要
国
と
さ
れ
た
地
域
に
お
い
て
、
そ
の

地
の
守
護
を
祈
願
し
て
実
施
さ
れ
た

「
四
天
王
法
」
な
ど
に
必
要
と
さ
れ
た
経

巻
か
も
し
れ
な
い
。

①
は
第
Ⅳ
層
出
土
。
表
の
右
半
分
と
一異
面
は
完
全
に
墨
痕
が
削
り
と
ら
れ
て

い
る
。

ω
は
第
Ｖ
層
出
土
。
裏
面
と
表
の
下
端
部
は
剣
離
さ
れ
て
い
る
。

０
は
第
Ｖ
層
出
上
。
曲
物
の
底
板
か
。

（平
川
　
南
）

秋
田
ｏ払
田
柵
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
秋
田
県
仙
北
郡
仙
北
町
払
田

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
七
九
年

（昭
５４
）
四
月
ぞ
十
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
秋
田
県
払
田
柵
跡
調
査
事
務
所

４
　
調
査
担
当
者
　
船
木
義
勝

。
小
西
秀
典

５
　
連退
跡
の
種
類
　
地
方
官
衛
跡

６
　
速退
跡
の
時
代
　
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
墨
書
角
材
出
土
遺
構
の
概
要

払
旧
柵
遺
跡
は
仙
北
平
野
の
中
央
部
に
あ
り
、
北
側
に
矢
島
川

・
烏
川
、
南

側
は
丸
子
川
に
換
ま
れ
、
長
森

・
真
山
の
二
残
丘
が
東
西
に
並
ぶ
。
外
郭
線
は

二
丘
陵
を
囲
む
よ
う
に
、
内
郭
線
は
長
森
を
囲
む
よ
う
に
廻
っ
て
い
る
。

第
三
〇
次
発
掘
調
査
は
外
郭
南
門
跡
よ
り
西
へ
約
八
Ｏ
Ｏ

ｍ
を
対
象
と
し
た
。

本
調
査
は
、
外
郭
線
角
材
列
位
置
及
び
重
複
、
堀
及
び
櫓
施
設
の
共
伴
等
の
確

認
を
目
的
と
し
た
。

墨
書
角
材
の
出
上
場
所
は
、
外
郭
南
門
か
ら
約
二
Ｏ
Ｏ
ｍ
西
方
で
、
３０
‐
２

地
点
と
呼
び
、
検
出
し
た
遺
構
は
Ｓ
Ａ
三
〇
九
角
材
列
で
あ
る
。
角
材
の
埋
設

は
上
面
幅
○

・
六
ｉ
Ｏ

・
六
五
ｍ
、
底
面
幅
○

・
三
五
ぞ
○

。
四
ｍ
の
布
掘
り

を
お
こ
な
い
、
そ
の
壁
に
、
あ
る
い
は
、
ほ
ば
中
央
に
据
え
て
い
る
。
当
地
点

の
角
材
寸
法
は

一
辺
平
均

一
七

・
七
×
二
〇

。
八

ｃｍ
で
あ
る
。
墨
書
角
材
は
底


